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APLF

APLF; C2orf13; PALF; XIP1; Aprataxin and PNK-like factor; Apurinic-apyrimidinic
endonuclease APLF; PNK and APTX-like FHA domain-containing protein; XRCC1-interacting
protein 1
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	応用
	抗原情報
	背景
	C2ORF13は、染色体DNAの一本鎖および二本鎖切断に対する細胞応答の構成要素である（Iles et al., 2007 [PubMed 17353262]）。[OMIM提供、2008年3月],ドメイン：FHA類似ドメインは、XRCC1およびXRCC4との相互作用を媒介する。,機能：一本鎖および二本鎖DNA切断の修復に関与する。,PTM：二本鎖DNA切断時にATM依存的にリン酸化される。,類似性：1つのFHA類似ドメインを含む。,類似性：2つのC2H2型ジンクフィンガーを含む。,細胞内局在：DNA損傷部位でXRCC1と共局在する。,サブユニット：XRCC1と相互作用する。XRCC4およびXRCC5とも相互作用する可能性がある。,
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	パラフィン包埋ヒト乳がんの免疫組織化学染色。抗体は1:100（4℃、一晩）に希釈した。抗原賦活化には、高圧高温トリスEDTA（pH8.0）を使用した。抗体から得られたネガティブコントロール（右）は、免疫原ペプチドで前処理した。

